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国中地方では主語蚕が盛んだった箆で、工藤、（蚕

がよく成長して、繭を作らせるために簾に入れること）

がよいことを祈って、「起上がり」がよいように神棚

に張子のだるまを飾る風習があり、「白だるま」「親子

だるま」「甲陽金だるま」などが伝えられています。

昇仙峡の金桜神社で授与されている「虫切り鈴」は

孟どもの寝ている部屋の天井に吊り下げておくと、
痛の虫が切れる（治る）といわれています。

その他、塩山市の「鳩笛」、一宮の「おみゆきさん」

などが伝えられています。

巴波おしやもじなまず
（栃木県）

佐原張子（千葉県）

はら褒んごま

八幡駒（青森県）

『
郷
土
玩
具
辰
～
旅
し
た
土
地
の
玩
具
た
ち
～
』
開
催

「
市
民
の
手
に
よ
る
企
画
展
」
と
し
て
、
市
内
在
住
の
奥
隆
行
氏
が
長
年
に
わ
た

っ
て
旅
先
で
集
め
ら
れ
た
、
日
本
各
地
の
郷
土
玩
具
約
6
0
0
点
を
展
示
い
た
し

ます。郷
土
玩
具
は
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
も
と
に
し
て
生
み
だ
さ
れ
、
生
活
風
俗
や

習
慣
な
ど
と
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
名
馬
の
産
地
で
あ
っ
た

東
北
地
方
に
は
、
青
森
の
「
八
幡
駒
」
、
福
島
の
「
三
春
駒
」
、
宮
城
の
「
木
ノ
下
駒
」

な
ど
馬
の
玩
具
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
青
森
の
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
や
岩
手
の
「
チ

ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」
の
よ
う
に
、
祭
り
な
ど
の
催
事
に
ち
な
ん
で
作
ら
れ
た
玩
具
も

こ
れ
ら
の
玩
具
は
お
も
に
土
、
木
、
竹
、
わ
ら
、
啓
－
怖
、
糸
な
ど
身
近
な
材

料
を
用
い
て
、
手
作
り
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
張
子
や
土
人
形
、
練
り
物
、

藁
人
形
、
竹
人
形
、
木
製
品
、
凧
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

人
形
類
は
大
き
さ
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
、
色
彩
も
た
い
へ
ん
豊
か
で
、
そ
の
地
方

独
特
の
表
情
や
服
装
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の

も
多
く
、
中
に
は
ご
く
簡
単
な
仕
組
み
な
が
ら
、
電
気
や
ぜ
ん
ま
い
仕
掛
け
の
お

も
ち
ゃ
に
劣
ら
な
い
、
大
変
お
も
し
ろ
い
動
き
方
を
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、
ど
こ
の
家
に
も
い
く
つ
か
は
あ
っ
た
、
そ
し
て
、
誰
も
が
遊
ん
だ

記
憶
の
あ
る
、
な
つ
か
し
い
郷
土
玩
具
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
　
期

2
月
2
日
（
土
）
～
2
4
日
（
日
）

開
館
時
同

午
前
9
時
～
午
後
－
時
0
0
分

（
入
館
は
4
時
ま
で
）

休
館
日

2
月
4
日
・
1
2
日
・
1
8
日
・
1
9
日

観
覧
料
金

一

般

　

　

3

0

0

日

2

1

0

円

）

高
校
・
大
学
　
2
0
0
日
1
－
0
円
）

小
・
中
学
生
　
1
0
0
日
　
1
0
円
）

企
画
展
・
常
設
展
あ
わ
せ
て
の
料
金
で
す
。

（
　
）
内
は
、
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金

次
回
企
画
展

市
民
の
手
に
よ
る
企
画
展

「
北
村
西
里
　
－
彫
刻
と
書
画
展
－
」

今
年
度
の
第
2
回
「
市
民
の
手
に

よ
る
企
画
展
」
は
、
彫
刻
家
北
村
西

聖
の
作
品
を
所
蔵
す
る
西
望
フ
ァ
ン

が
中
心
に
な
り
開
催
し
ま
す
。

北
村
西
聖
は
長
崎
の
平
和
公
園

正
面
に
あ
る
「
平
和
祈
念
像
」
制
作

者
と
し
て
著
名
で
す
が
、
今
回
の

展
示
会
で
は
、
彫
刻
と
と
も
に
多

く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
西
堂
の

書
画
を
併
せ
て
展
示
し
、
そ
の
幅

広
い
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
　
期

3
月
2
日
（
土
）
～
2
4
日
（
〓
）

申
込
・
間
合
先

都
留
市
博
物
館

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」

℡
（
4
5
）
8
0
0
8

℡
（
4
5
）
8
6
0
8

明
治
1
7
年
1
2
月
1
6

日
、
旧
名
家
で
あ
っ

た
北
村
家
の
四
男
と

し
て
長
崎
県
南
高
来

郡
南
有
馬
村
に
生
ま

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
図
工
が
好
き
で
個
性

的
で
大
胆
な
作
品
を
作
り
、
常
に
周
囲
を

驚
か
し
て
い
た
。
京
都
市
立
美
術
学
校
（
現

在
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
、
東
京
美
術
学

校
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
）
を
主
席
で
卒

業
後
、
建
白
環
薯
・
朝
倉
文
夫
ら
と
彫
刻

の
研
究
会
「
八
手
会
」
を
結
成
し
、
彫
刻
の

道
を
歩
む
。

大
正
6
年
文
展
に
出
品
し
た
「
光
に
う
だ

れ
る
悪
魔
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭

和
1
3
年
に
は
国
会
議
事
堂
内
に
設
置
し
て

あ
る
「
板
垣
退
助
翁
」
像
を
制
作
し
た
。
戦

後
に
な
っ
て
長
崎
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り

製
作
し
た
「
平
和
祈
念
像
」
は
西
堂
の
代
表

作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

昭
和
6
2
年
3
月
4
日
没
　
享
年
1
0
4
歳
。


